




おわりに 

 現在でも,年間 300例前後の母体死亡があり,妊産婦死亡率は必ずしも減少しているとは

言えないのが現状である。これらを少しでも改善する為にも留意すべき事は,今回のこの

91 症例の中で 10 余例が,妊婦検診の受診状況が極めて不良であったという事実である。中

には,1 度も妊婦検診を受けておらず,大量出血,意識障害等が起って初めて受診しており,

担当医をして「まるで自殺行為」と嘆かせた症例もみられた。これらの症例が,妊婦検診を

受けていれば,果して必ず救命し得たかどうかは断言できないが,こうした neglected case

をなくす事が今後の残された課題の解決の第 1歩といえよう。 

 以上 3 年間の中毒症に関する観察,検討成績より母子の健康に及ぼす中毒症の意義が依

然として重大であり,その適切な対応は,良き次の世代を作る為に軽視し得ぬものがあると

痛感させられた次第である。 


